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①研究の動機 
次世代の発電方法を作り日常生活にも生か
すことができないかと考えたため。 

 
②研究方法 

実験Ⅰ 
 
　　　　　　　　　　　　　　　　　 
 
実験Ⅱ 
 
 
 
 
 

④仮説 
・同じような値になる。 
・どちらも発電が可能。 

③必要な道具 
・振動発電装置　　 
（V-GENERATOR） 
・おもり　 
・メジャー 

 
 

実験Ⅲ 
実験Ⅰ 

 
実験Ⅱ 

実験Ⅲの結果 
①実験Ⅰの条件下 
発電は可能だが、ほんの少しの間でとても小さな値
だった。 
⇒測定は不可能。 
②実験Ⅱの条件下　　形状的に不可能。 
 

お
も
り
の
種
類 

離れた距離（ｃｍ） 

⑧参考文献 
磁歪式振動発電 | 金沢大学理工研究域電子情報学類 知能電気機器研究室 (kanazawa-u.ac.jp) 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⑤研究結果　実験Ⅰと実験Ⅱの結果 

　 
 

⑥考察・今後の課題　 
・仮説と結果がずれた。 
⇒反発係数の違いによる。 
・止まっている物体と動いている物体を衝突させるよ
り、動いている物体どうしを衝突させた方がエネル
ギーが大きくなるのではないか。 
・今後は動いている振動発電装置どうしをぶつけて
発電させる、またその発電量を少しでも増やすのが
今後の課題。 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